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　通教生最後の年、昨年のことだった。最後のレポートを提出し、科目試験も
終えた。私は教え子に会って話をしようと思い、連絡約束したが何回もドタキャ
ンされた。迷っているとその学生から、日時・場所のメールがあった。その日、
会って話はできたが別れた後、時間が余ってしまった。その場所はたまたま以
前に受診した眼科医院の近くだった。普段目が見えにくくても気にせず過ごし
て私は、時間をうめるつもりで受診すると、すぐに手術でなおさねばと言われ
た。夜に目をとじると右眼に米粒位の小さな形から、ピカーと光るのが見えた。
これは何だろうと思っていたが医者はそこから網膜剥離がおこると言った。そ
して「いつ網膜剥離がおこるかヒヤヒヤしながら生活するより、私なら即手術
を受けます」と厳しい口調で言われ、事の重大さを知った。帰りに心の中で「守
られた！」と何度も叫んだ。
　創大通教に学び、生活面にも工夫や成果があった。これらや私の見解など、
後輩が参考にして下されば嬉しく思う。スクーリングで講義に集中する事から
要点が得られた。試験では行や語句を飛ばしているのに気づき、理解ができて
いなかったのが分かった。レポートの特記事項で反省や目標、励みになった。
自分で考え実行する力がつくように思えた。
　学習方法も工夫した。２・３教科を同時進行すると効率がよい。いつでもレ
ポートを書くというモードを作っておく。時間は自分の人生をひきうけるとい
う。学習を確認するため細切れに時間を作った。起床後すぐに、外出前に、体
力が消耗する前に学習する事が大切だ。特に早朝の学習は毎日の決まりきった
仕事に入る前だから、実行できた日は意欲的に過ごせた。一日の内で学習する
と決めた時間帯は眠たくても起きている。疲れている時は体を休めても、脳を
眠らせないのが秘訣だ。
　通教・仕事・活動等と張りつめている時など趣味や友達の大切さを感じた。
興味ある事はやがて世界の窓口になって、人や社会が見えてくる。人々の暮ら
しや幸福は平和であってこそだとつくづく思える。
　テレビ番組に注目すると、以前はゴールデン・タイムでも１週間に１本位し
かサスペンスものはなかった。それが少しづつ増え、最近では毎日、どの局も
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放映している。残忍なシーンばかり見ていると慣れてしまうではないか。現実
生活において、非人道的な光景や出来事に、人間の真実を見失う事にならない
か懸念する。人は連想するものだ。観光地でこのような番組を作るのはマイナ
スのイメージがもたれる。視聴者の賢い選択が望まれる。
　目を世界に向けると、インドの農村で起こっている事だ。投資家が農民にお
金を貸し、種を売る。農民は種を植えて作物を収穫する。しかし天候が悪くな
ると、農民は投資家に借金を返せなくなる。自分の土地を借金がわりに投資家
に渡してしまう。土地を奪われた農民が町へ流れている現状だ。この投機マネー
の話に私は怒りを禁じ得ない。飢餓状態にある人に時間は待たない。
　教育学を学んで、今自分に出来る事は何か探して実行して行くと見えてくる
ものがある。小さな目標をたて、実践し常に努力して目標を高めていく。習慣
化したら苦なく遂行できるようになり、そうして積み上げる。ふりむくと形と
なって見えてくる。通教生は社会の最前線で生きているし、これからの社会の
戦力である。働きながら学んでいること自体がどんな苦労にもめげず、逞しく
生き抜いている証だ。このような機会に心こめて学習して行きたい。
　私の職場の教室で、保護者が見学と称して入って来られる。教師がどのよう
に考えているのか、自分の子にどれだけふれあっているか、そして、教師であ
る私のことを知りたいと言っているようだ。又、子どもより親を教育すること
が、先決と感じることが多々ある。大人は子どもに何をいえるかが問われてい
る。生徒は親の前、教師の前、友達の前などと、つける仮面をもっている。ど
の仮面が本物の君なのと聞くと、自分の部屋に居る時と言う。一人一人が学習
面で充実感をもつようになると、いじめも減少すると思案をする。大人社会に
もいじめが横行している。無視されようとも悪口を投げかけられようとも、自
分の信じた道を歩いて行く。その過程で一日一日をふり返り、接点など探して
いくと、自分が鍛えられる。その努力や姿に回りが共感して人との絆が生まれ
る。通教生は社会の荒波をよく知っているから、より強くやって行けると信じ
ている。
　世界中の人々を善の連帯・平和へと指導なされている創立者の御心労を思え
ば、私たちのそれなど微々たるものだ。創立者は「何があっても、君はわが最
愛の弟子」と言って下さっている。そして、「断じて今日を勝て！徹して社会
で勝て！…君もまた　わが弟子なれば　決して「誓い」を忘れるな。…私と君
たちが約束し合い　この世で巡り会った　尊き誓いの使命であるからだ！」と。
私はこの創立者のお詩を胸に刻み、悠々と進んで参りたい。
